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改定箇所 改定前 改定後 

第 1章 全体計画 

３．新病院の機能・規模 

(３)病床数・病床構成 

（本文_P6） 

 

 

新病院の病床数は 199 床とし、病床構成は次のとおりとします。 

病床種別 病床数 備考 

一般病床 125 床 急性期一般病棟入院基本料１ 

ハイケアユニット（HCU） 8 床 ハイケアユニット入院医療管理料１ 

地域包括ケア病床 35 床 地域包括ケア病棟入院料 1 

回復期リハビリテーション病床 31 床 回復期リハビリテーション病棟入院料１ 

合計 199 床  
 

新病院の病床数は 160 床とし、病床構成は次のとおりとします。 

病床種別 病床数 備考 

一般病床 100 床 急性期一般病棟入院基本料１ 

ハイケアユニット（HCU） 4 床 ハイケアユニット入院医療管理料１ 

地域包括ケア病床 26 床 地域包括ケア病棟入院料 1 

回復期リハビリテーション病床 30 床 回復期リハビリテーション病棟入院料１ 

合計 160 床  
 

第２章 部門計画 

２．入院部門 

(２)機能概要 

（本文_P14） 

 

（前略） 

⚫ 病室は個室を基本とし、患者プライバシーへの配慮とゆとりのある療養環境を整備、ベッドコントロールの利

便性向上を図ります。 

 

【病棟数・病床種別】 
 

病床種別 病床数 算定する入院料 

一般急性期病棟 125 床 急性期一般病棟入院基本料 1 

重症病棟（HCU） 8 床 ハイケアユニット入院医療管理料 1 

地域包括ケア病床 35 床 地域包括ケア病棟入院料１ 

回復期リハビリテーション病床 31 床 回復期リハビリテーション病棟入院料１ 

計 199 床  

（前略） 

⚫ 病室は（削除）、患者プライバシーへの配慮とゆとりのある療養環境を整備、ベッドコントロールの利便性

向上を図ります。 

 

【病棟数・病床種別】 
 

病床種別 病床数 算定する入院料 

一般急性期病棟 100 床 急性期一般病棟入院基本料 1 

重症病棟（HCU） 4 床 ハイケアユニット入院医療管理料 1 

地域包括ケア病床 26 床 地域包括ケア病棟入院料１ 

回復期リハビリテーション病床 30 床 回復期リハビリテーション病棟入院料１ 

計 160 床  

第２章 部門計画 

４．手術部門 

(２)機能概要 

（本文_P19） 

 

（前略） 

【主な機器・設備】 

名称 室数 備考 

汎用手術室 3 室 清浄度：class10,000 

うち、内視鏡手術への対応２室 

バイオクリーン手術室 1 室 清浄度：class100 

ハイブリッド手術室        将来対応が可能なスペースを確保 

合計 4 室  

 

 

 

 

 

  

（前略） 

【主な機器・設備】 

名称 室数 備考 

汎用手術室 2 室 清浄度：class10,000 

うち、内視鏡手術への対応２室 

バイオクリーン手術室 1 室 清浄度：class100 

ハイブリッド手術室 1 室 （削除） 

合計 4 室  
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改定箇所 改定前 改定後 

第２章 部門計画 

９．透析部門 

(２)機能概要 

（本文_P25） 

（前略） 

⚫ 透析ベッドは、オンライン透析が可能な設備とし、18 ベッド整備します。 

⚫ 感染症患者等への対応のため、透析ベッドのうち 2 ベッドは個室対応とし、うち 1 ベッドは陰陽圧切り替え

可能な構造とします。 

 

（前略） 

⚫ 透析ベッドは、オンライン透析が可能な設備とし、12 ベッド整備します。 

⚫ 感染症患者等への対応のため、透析ベッドのうち１ベッドは個室対応とし、陰陽圧切り替え可能な構造と

します。 

 

第２章 部門計画 

１２．病理診断部門 

(２)機能概要 

（本文_P30） 

⚫ 検査材料に応じて適切に処理を行い、標本作成から病理組織診断、細胞診断、術中迅速診断、病理

解剖を実施します。 

（後略） 

 

⚫ 検査材料に応じて適切に処理を行い、標本作成から病理組織診断、細胞診断、術中迅速診断（削

除）を実施します。 

（後略） 

 

第３章 設備整備計画 

１．施設整備方針 

 

（本文_P47） 

以下に掲げる施設整備に関する基本的な考え方に基づき、新病院を整備します。 

 整備方針 1  患者にやさしい施設整備 

⚫ 地域の住民に開かれた病院として、患者の視点に立ち、医療安全、感染管理、プライバシーの保護に配

慮した医療環境を整備するとともに、患者負担を考慮しつつ療養環境の向上と経営効率化に向け、全

室個室化を基本に病棟整備を検討します。 

⚫ ユニバーサルデザインを基本とし、子どもや高齢者、障がいのある方等全ての利用者にとって、安全かつ快

適でわかりやすい施設とします。 

⚫ 病室からの眺望等敷地の特性を活かし、患者の療養環境の向上のためにアメニティの充実やプライバシー

に配慮した施設とします。 

⚫ 十分な診療スペースの確保や移動負担の少ない動線により安心して受診できる施設を整備します。 

 整備方針 2 （略） 

 

 整備方針 3 （略） 

 

 整備方針 4 （略） 

 

 整備方針 5 （略） 

 

 整備方針 6 （略） 

 

 整備方針７ （略） 

 

⚫  

以下に掲げる施設整備に関する基本的な考え方に基づき、新病院を整備します。 

 整備方針 1  ローコストで高品質な病院づくり 

⚫ 患者に対してより良い医療を提供するために必要な機能や安全性を備えつつ、コストを最小限に抑え、コ

ストと品質を両立した施設を整備します。 

 整備方針 2  患者にやさしい施設整備 

⚫ 地域の住民に開かれた病院として、患者の視点に立ち、医療安全、感染管理、プライバシーの保護に配

慮した医療環境を整備するとともに、患者負担を考慮しつつ療養環境の向上と経営効率化に向け、

（削除）病棟整備を検討します。 

⚫ ユニバーサルデザインを基本とし、子どもや高齢者、障がいのある方等全ての利用者にとって、安全かつ快

適でわかりやすい施設とします。 

⚫ 病室からの眺望等敷地の特性を活かし、患者の療養環境の向上のためにアメニティの充実やプライバシー

に配慮した施設とします。 

⚫ 十分な診療スペースの確保や移動負担の少ない動線により安心して受診できる施設を整備します。 

 整備方針 3 （略） 

 

 整備方針 4 （略） 

 

 整備方針 5 （略） 

 

 整備方針 6 （略） 

 

 整備方針 7 （略） 

 

 整備方針 8 （略） 
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改定箇所 改定前 改定後 

第３章 設備整備計画 

２．計画条件等 

(３)施設規模等 

（本文_P48） 

敷地面積：約 36,000 ㎡ 

延床面積：約 18,905 ㎡（駐車場等を除く） 

駐車台数：約 700 台 

その他付帯施設：院内保育所、ヘリポートなど 

敷地面積：約 36,000 ㎡ 

延床面積：約 14,820 ㎡（駐車場等を除く） 

駐車台数：約 650 台 

その他付帯施設：院内保育所、ヘリポートなど 

第７章 事業計画 

３．整備事業費 

(１)概算事業費 

（本文_P58） 

（前略） 

項目 
概算金額 

（税込） 
備考 

1 建築工事費 130.6 億円 
病院本体・設備、駐車場含む外構工事、設

計、工事監理費等 

2 医療機器等整備費 16.3 億円 医療機器、什器備品等 

3 医療情報システム等整備費 8.8 億円  

4 その他費用 11.2 億円 
用地取得、土地造成、道路・水路等付替整

備、移転、その他費用 

合計 166.9 億円 ※解体費、医師宿舎などは除く 
 

（前略） 

項目 
概算金額 

（税込） 
備考 

1 建築工事費 160.7 億円 
病院本体・設備、土地造成・駐車場等含む

外構工事、設計、工事監理費等 

2 医療機器等整備費 14.9 億円 医療機器（削除）等 

3 医療情報システム等整備費 6.2 億円  

4 その他費用 6.0 億円 用地取得、移転などその他費用 

合計 187.8 億円 ※解体費、医師宿舎などは除く 
 

第７章 事業計画 

４．事業収支計画 

(１)前提条件 

（本文_P58～P59） 

１）患者数の設定 

⚫ 入院患者数及び外来患者数は、移転時の患者抑制等も考慮の上、開院２年目から安定稼働期とし、

以降も一定の患者数で推移する計画とします。 

 

 

１）患者数の設定 

⚫ 入院患者数及び外来患者数は、移転時の患者抑制等も考慮の上、開院２年目から安定稼働期とし、

2050 年までは患者推計に基づき 5 年ごと減少するものとし、2050 年以降は一定の患者数で推移する

計画とします。 
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 【患者数の設定】 （単位：人/日） 

  2021 年度

（参考実績） 

2027 年度 

開院 1 年目 

2028 年度 

開院 2 年目 

2029 年度 

開院 3 年目 

入院患者数 一般病棟 120.2 107.2 119.1 119.1 

 ハイケアユニット 8.7 7.6 7.6 7.6 

 回復期リハビリ病棟 26.2 24.2 26.9 26.9 

 地域包括ケア病棟 25.1 28.0 31.5 31.5 

 計 180.3 167.0 185.1 185.1 

外来患者数  461.6 432.0 480.0 480.0 

 

２）診療単価の設定 

診療単価は、直近（令和 3 年度）の実績値（DPC データ）と同水準で設定し、今後の国の医療

政策の動向（診療報酬の改定等）は見込まないものとします。 

 

【診療単価の設定】 （単位：円/人・日） 

一般病棟 HCU 回復期リハ 地域包括ケア 外来 

52,000 円 267,100 円 38,300 円 34,200 円 19,500 円 

 

３）室料差額収益の考え方 

⚫ 室料差額は、公立病院における全室個室の施設整備の先行事例である加賀市医療センターを参考

に、全室無料化を検討しますが、一部は現状と同程度の差額個室として整備します。 

（中略） 

 

５）医業費用の設定 

⚫ 給与費は、令和３年度実績値をベースとし、各年度の入院患者数想定に合わせて看護職員の増減を

見込みます。なお、職員数の詳細は、患者の受療動向や業務量等と合わせて引き続き検討とします。 

⚫ 材料費は、令和３年度の対診療収益（外来診療収益+入院診療収益）比率から設定します。 

⚫ 減価償却費は、その品目に応じて次のとおり設定します。 

【減価償却費の設定】 

種別 減価償却の方法 

建物 定額法 残存価格 10％ 耐用年数 39 年 

設備 定額法 残存価格 10％ 耐用年数 15 年 

機器 定額法 残存価格 10％ 耐用年数 6 年 使用期間 8 年 

システム 定額法 残存価格 10％ 耐用年数 5 年 使用期間 7 年 

⚫ 上記以外の医業費用科目は、現病院と概ね同水準程度の費用を見込みます。 

 

【患者数の設定】 （単位：人/日） 

  2024 年度 

（参考実績） 

2030 年度 

開院 1 年目 

2031 年度 

開院 2 年目 

2032 年度 

開院 3 年目 

入院患者数 一般病棟 106.4 86.5 96.1 96.1 

 ハイケアユニット 5.7 4.0 4.0 4.0 

 回復期リハビリ病棟 30.5 27.1 27.1 27.1 

 地域包括ケア病棟 26.1 23.3 23.3 23.3 

 計 168.7 140.9 150.5 150.5 

外来患者数  413.2 360.0 400.0 400.0 

 

２）診療単価の設定 

診療単価は、直近（令和６年度）の実績値（DPC データ）より、今後の国の医療政策の動向

（診療報酬の改定等）を見込み、開院 1 年目～10 年目までは 2 年ごとに、これまでの実績値と診療

報酬改定との関係性を踏まえた診療単価とします。 

 

【診療単価の設定】  開院 1 年目 （単位：円/人・日） 

一般病棟 HCU 回復期リハ 地域包括ケア 外来 

62,700 円 285,000 円 40,400 円 38,300 円 22,000 円 

 

３）室料差額収益の考え方 

⚫ 室料差額は、現状と同程度の差額個室として整備します。 

（中略） 

 

５）医業費用の設定 

⚫ 給与費は、令和６年度実績値をベースとし、各年度の入院患者数想定に合わせて看護職員の増減を

見込みます。なお、職員数の詳細は、患者の受療動向や業務量等と合わせて引き続き検討とします。 

⚫ 材料費は、令和６年度実績の患者 1 人当たりの費用をベースとし算出します。 

⚫ 減価償却費は、その品目に応じて次のとおり設定します。 

【減価償却費の設定】 

種別 減価償却の方法 

建物 定額法 残存価格 5％ 耐用年数 39 年 

設備 定額法 残存価格 5％ 耐用年数 15 年 

機器 定額法 残存価格 5％ 耐用年数 6 年 使用期間 8 年 

システム 定額法 残存価格 5％ 耐用年数 5 年 使用期間 7 年 

⚫ 上記以外の医業費用科目は、現病院と概ね同水準程度の費用を見込みます。 
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改定箇所 改定前 改定後 

 ６）投資に関する考え方 

⚫ 投資に係る財源は全て公営企業債として設定します。 

建物整備に関するもの：償還期間 30 年（うち据置 5 年） 利率 0.40% 元利均等償還 

機器整備に関するもの：償還期間 5 年 利率 0.40% 元利均等償還 

⚫ 開院までの期間は、近年の動向を考慮し、各年度 1.5 億円程度の建設改良費を見込みます。 

⚫ 新病院整備において施設及び備品等が更新されることを考慮し、新病院開院後は各年度の建設改良

費を 50％程度（7,500 万円）にせっていします。 

６）投資に関する考え方 

⚫ 投資に係る財源は全て公営企業債として設定します。 

建物整備に関するもの：償還期間 30 年（うち据置 5 年） 利率 3.05% 元利均等償還 

機器整備に関するもの：償還期間 5 年 利率 1.40% 元利均等償還 

⚫ 開院までの期間の建設改良費は、近年の動向を考慮しながら年度ごとに設定します。 

⚫ 新病院開院後は各年度の建設改良費は、新病院整備において施設及び備品等が更新されることを考

慮し、開院後 8 年目までは抑制されることを見込んだ設定とします。なお、9 年目以降は現状程度に設

定します。 
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第７章 事業計画 

４．事業収支計画 

(２)事業収支シミュレーシ

ョン 

（本文_P60） 

開院から６年間は、医療機器・備品等の調達に伴う減価償却費や借入金の償還等の負担から厳し

い経営状況が続きます。７年目以降は、徐々に開院時における大規模投資の影響が落ち着き始め、

９年目に医療情報システムの一括更新が予想されるものの、以降は黒字に転じる見込みです。 

また、医療機器・備品等の活用期間の延長（長寿命化）や投資の平準化等により一定の改善が

見込まれるため、新病院開院までに継続的に収支計画の精査・見直しを行います。 

 

【開院 1 年目から 5 年目】                           （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開院 6 年目から 10 年目】                          （単位：千円） 

 

開院から８年間は、医療機器・備品等の調達に伴う減価償却費や借入金の償還、医療情報システ

ムの一括更新等の負担から純損益は赤字で推移する厳しい状況が続きます。しかし、徐々に開院時に

おける大規模投資の影響が落ち着き始め、９年目以降は黒字に転じる見込みです。 

また、医療機器・備品等の活用期間の延長（長寿命化）や投資の平準化等により一定の改善が

見込まれるため、新病院開院までに継続的に収支計画の精査・見直しを行います。 

 

【開院 1 年目から 5 年目】                             （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開院 6 年目から 10 年目】                            （単位：千円） 

 
2032 年度 2033 年度 2034 年度 2035 年度 2036 年度

開院 6 年目 開院 7 年目 開院 8 年目 開院 9 年目 開院 10 年目

Ⅰ　病院事業収益 7,702,525 7,605,425 7,494,496 7,493,437 7,539,742

1　医業収益 6,787,304 6,776,739 6,776,739 6,776,739 6,787,304

（1）入院収益 3,792,058 3,781,647 3,781,647 3,781,647 3,792,058

（2）外来収益 2,293,200 2,293,200 2,293,200 2,293,200 2,293,200

（3）その他医業収益 632,046 631,892 631,892 631,892 632,046

 2　医業外収益 915,221 828,686 717,757 716,698 752,438

 3　特別利益 0 0 0 0 0

 Ⅱ　病院事業費用 7,777,585 7,600,948 7,466,676 7,516,022 7,451,666

 1　医業費用 7,697,034 7,524,588 7,392,396 7,443,830 7,379,905

 (1) 給与費 3,609,188 3,609,188 3,609,188 3,609,188 3,609,188

 (2) 材料費 2,035,156 2,031,625 2,031,625 2,031,625 2,035,156

 (3) 経費 1,055,596 1,055,552 1,055,552 1,055,552 1,062,596

 (4) 減価償却費 973,299 804,428 584,676 584,670 656,670

 (5) 資産減耗費 15,000 15,000 102,560 154,000 7,500

 (6) 研究研修費 8,795 8,795 8,795 8,795 8,795

 2　医業外費用 80,551 76,360 74,280 72,192 71,761

 3　特別損失 0 0 0 0 0

純損益 ▲ 75,060 4,477 27,820 ▲ 22,585 88,076

現金の増減額 ▲ 88,533 166,269 166,270 166,269 122,367

現金等の期末残高 2,436,453 2,602,722 2,768,993 2,935,262 3,057,629

項目

2027 年度 2028 年度 2029 年度 2030 年度 2031 年度

開院 1 年目 開院 2 年目 開院 3 年目 開院 4 年目 開院 5 年目

Ⅰ　病院事業収益 6,960,015 7,730,317 7,712,797 7,705,931 7,699,081

1　医業収益 6,196,279 6,787,304 6,776,739 6,776,739 6,776,739

（1）入院収益 3,473,145 3,792,058 3,781,647 3,781,647 3,781,647

（2）外来収益 2,063,880 2,293,200 2,293,200 2,293,200 2,293,200

（3）その他医業収益 589,254 632,046 631,892 631,892 631,892

 2　医業外収益 763,736 943,013 936,058 929,192 922,342

 3　特別利益 0 0 0 0 0

 Ⅱ　病院事業費用 7,319,340 8,339,255 7,805,838 7,801,884 7,788,161

 1　医業費用 7,242,135 8,247,235 7,717,662 7,716,050 7,704,709

 (1) 給与費 3,609,188 3,609,188 3,609,188 3,609,188 3,609,188

 (2) 材料費 1,852,085 2,035,156 2,031,625 2,031,625 2,031,625

 (3) 経費 1,052,127 1,073,596 1,055,552 1,055,552 1,055,552

 (4) 減価償却費 719,940 1,019,229 1,007,292 995,890 984,549

 (5) 資産減耗費 0 501,271 5,210 15,000 15,000

 (6) 研究研修費 8,795 8,795 8,795 8,795 8,795

 2　医業外費用 77,205 92,020 88,176 85,834 83,452

 3　特別損失 0 0 0 0 0

純損益 ▲ 359,325 ▲ 608,938 ▲ 93,041 ▲ 95,953 ▲ 89,080

現金の増減額 ▲ 393,573 ▲ 1,112,195 133,923 126,811 60,440

現金等の期末残高 3,316,007 2,203,812 2,337,735 2,464,546 2,524,986

項目 2030 年度 2031 年度 2032 年度 2033 年度 2034 年度

開院 1 年目 開院 2 年目 開院 3 年目 開院 4 年目 開院 5 年目

Ⅰ　病院事業収益 6,434,663 7,515,875 7,634,648 7,549,537 7,708,775

１　医業収益 5,733,244 6,197,895 6,326,527 6,317,338 6,487,506

（1）入院収益 3,128,613 3,358,534 3,421,800 3,421,800 3,496,392

（2）外来収益 1,994,560 2,190,800 2,254,424 2,245,360 2,338,629

（3）その他医業収益 610,071 648,560 650,303 650,178 652,485

２　医業外収益 701,419 1,317,980 1,308,121 1,232,199 1,221,269

３　特別利益 0 0 0 0 0

 Ⅱ　病院事業費用 7,217,107 8,927,883 8,045,379 7,905,595 7,934,657

 1　医業費用 6,931,890 8,403,198 7,533,123 7,402,513 7,439,164

 (1) 給与費 3,528,004 3,263,950 3,263,950 3,342,285 3,342,285

 (2) 材料費 1,530,344 1,668,058 1,666,314 1,662,034 1,674,877

 (3) 経費 1,474,536 2,075,301 1,158,890 1,159,080 1,159,862

 (4) 減価償却費 377,571 1,373,827 1,363,301 1,220,616 1,206,392

 (5) 資産減耗費 7,587 8,214 66,821 4,650 41,900

 (6) 研究研修費 13,848 13,848 13,848 13,848 13,848

 2　医業外費用 285,217 524,685 512,256 503,082 495,493

 3　特別損失 0 0 0 0 0

純損益 ▲ 782,444 ▲ 1,412,008 ▲ 410,731 ▲ 356,058 ▲ 225,882

現金の増減額 ▲ 766,889 ▲ 1,092,073 ▲ 123,323 ▲ 37,151 141,317

現金等の期末残高 1,538,635 446,562 323,239 286,088 427,405

項目

2035 年度 2036 年度 2037 年度 2038 年度 2039 年度

開院 6 年目 開院 7 年目 開院 8 年目 開院 9 年目 開院 10 年目

Ⅰ　病院事業収益 7,564,245 7,699,227 7,551,186 7,709,645 7,703,947

１　医業収益 6,383,422 6,508,077 6,479,652 6,645,919 6,646,096

（1）入院収益 3,457,241 3,523,402 3,523,402 3,601,144 3,610,946

（2）外来収益 2,275,107 2,331,913 2,303,873 2,390,144 2,380,517

（3）その他医業収益 651,074 652,762 652,377 654,631 654,633

２　医業外収益 1,180,823 1,191,150 1,071,534 1,063,726 1,057,851

３　特別利益 0 0 0 0 0

 Ⅱ　病院事業費用 7,781,632 7,817,505 7,583,112 7,612,617 7,527,644

 1　医業費用 7,293,873 7,331,419 7,112,260 7,157,350 7,088,093

 (1) 給与費 3,342,285 3,342,285 3,342,285 3,342,285 3,342,285

 (2) 材料費 1,637,752 1,631,894 1,619,410 1,627,733 1,625,268

 (3) 経費 1,159,385 1,166,956 1,166,825 1,167,590 1,167,590

 (4) 減価償却費 1,133,103 1,155,436 931,394 931,394 935,352

 (5) 資産減耗費 7,500 21,000 38,498 74,500 3,750

 (6) 研究研修費 13,848 13,848 13,848 13,848 13,848

 2　医業外費用 487,759 486,086 470,852 455,267 439,551

 3　特別損失 0 0 0 0 0

純損益 ▲ 217,387 ▲ 118,278 ▲ 31,926 97,028 176,303

現金の増減額 ▲ 5,135 151,842 136,077 293,223 293,268

現金等の期末残高 422,270 574,112 710,188 1,003,411 1,296,679

項目



「伊南行政組合 昭和伊南総合病院 新病院建設基本計画（改定版）」新旧対照表（抜粋） 
※ 下線部が変更箇所 
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